
美里町総合計画　施策目標一覧（要約）

単位  Ｈ２２（実績） Ｈ２４ Ｈ２７ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２４ 対最終年度

施策１ 学習ニーズに則した魅力的な学習機会の充実 03　まちづくり推進課 1定量
公民館(地区公民館)が主催する各種教室・講
座の満足度

％↑ ― 基準値 基準値↑ ― ― 93 済み —

施策２ 生涯学習拠点施設の整備と機能の充実 03　まちづくり推進課 1定量
住民一人当たりの公民館・地区公民館の年
間利用回数

回↑ 5.9 6.0 6.0 5.9 4.9 5.6 × -300.0%

施策３ 住民による主体的な学習の推進 03　まちづくり推進課 1定量
住民による自主企画講座・講習会等の開催
回数

回↑ 168 170 180 168 158 151 × -141.7%

施策４ 図書館資料と情報提供の充実 16　教育総務課 1定量 図書貸し出しの実人数 人↑ 4,100 4,360 4,630 4,124 3,817 3,179 × -173.8%

施策５ 読書活動の推進 16　教育総務課 1定量 町民一人当たりの年間貸出冊数 冊↑ 6.7 7.2 7.8 6.7 6.0 6.1 × -54.5%

施策６ 個性・心・基礎的学力を重視した教育の推進 16　教育総務課 1定量
全国学力・学習状況調査の県平均正答率と
の差

ポイント↑ △3.9１ﾎﾟｲﾝﾄ以上 １ﾎﾟｲﾝﾄ以上 △3.9 ― △ 4.6 × —

施策７ 計画的な施設修繕と教材設備の整備、充実 16　教育総務課 2定性 ― ― ― — ― ― ― — 定性 —

施策８
地域が支える学校づくり、地域に開かれた学校づ
くりの推進

16　教育総務課 1定量
幼稚園、小・中学校における学校評議員会の
開催率

％↑ 50 83 100 74 67 71 × 42.0%

施策９ 安全・安心を確保するための対策 16　教育総務課 1定量 児童一人当たりの防犯組織加入者率 ％↑ 46 50 60 46 35 39 × -50.0%

施策１０ 学校給食の充実、食育の推進 16　教育総務課 1定量 朝食の摂取率 ％↑ 90.0 95.0 100.0 90.0 95.0 94.0 × 40.0%

施策１１ 就学前教育の充実 16　教育総務課 1定量 預かり保育の待機園児数 人→ 0 0 0 0 0 0 ○ 100.0%

施策１２
青少年の学習活動の提供と社会的な自立への支
援

16　教育総務課 1定量 各種教室・講座の満足度 ― ― 基準値 基準値以上 ― ― 87 済み —

施策１３ 地域の教育力を向上させるための対策 16　教育総務課 1定量 青少年健全育成指導者等の数 人↑ 35 37 43 35 35 34 × -12.5%

施策１４
地域の特色を活かした文化・芸術活動を推進する
ための対策

03　まちづくり推進課 2定性 ― ― ― — ― ― ― — 定性 —

施策１５ 歴史・文化を保存し継承するための対策 16　教育総務課 2定性 ― ― ― — ― ― ― — 定性 —

施策１６
健康と生きがいをつくる生涯スポーツと地域スポー
ツの推進

03　まちづくり推進課 1定量 総合型地域スポーツクラブの数 団体↑ 2 設立準備 5 2 2 2 未済み —

施策１７ スポーツ施設の機能充実と活用の促進 03　まちづくり推進課 1定量
住民一人当たりのスポーツ施設の年間利用
回数

回↑ 1.49 1.49 1.52 1.46 0.00 0.57 × -3066.7%

施策１８
生活習慣病、各種がん疾病などから住民を守るた
めの保健活動の推進

10　健康福祉課 1定量 三大疾病による死亡者の割合 ％↓ 55.2 55.0 53.0 55.2 52.5 52.5 × 122.7%

施策１９ 健やかな母子保健活動の推進 10　健康福祉課 1定量 乳幼児健診受診率の維持 ％↑ 94.6 95.0 95.0 94.6 93.6 93.3 × -325.0%

施策２０ 健康危機管理対策の推進 10　健康福祉課 2定性 ― ― ― — ― ― ― — 定性 —

施策２１ 国民健康保険事業の充実 07　町民生活課 1定量 特定健康診査の受診率 ％↑ 44.6 47.0 50.0 44.9 45.1 44.6 × 0.0%

施策２２ 地域医療体制と町立南郷病院の充実 14　南郷病院 1定量 在宅訪問診療件数 件↑ 560 570 600 560 525 473 × -217.5%

施策２３ 救急医療体制・広域医療体制の整備と充実 10　健康福祉課 1定量
平日夜間・休日の初期救急医療体制が整っ
ている日数

日→ 365 365 365 365 366 365 ○ 100.0%

施策２４ 高齢者が健康で元気に暮らすための対策 10　健康福祉課 1定量
６５歳以上の高齢者のうち要介護認定を受け
ていない方の割合

％↑ 83.57 84.00 86.00 83.57 83.55 83.00 × -23.5%

施策２５ 高齢者福祉サービスの充実 10　健康福祉課 1定量 高齢者福祉サービスの利用満足度 ― ― 基準値 基準値↑ ― ― 済み —

施策２６ 高齢者を地域で支える社会の形成 10　健康福祉課 1定量 高齢者福祉等に係るボランティア登録者数 人↑ 1,249 1,275 1,290 1,249 1,384 1,270 × 51.2%

施策２７ 生活支援の充実 10　健康福祉課 1定量 障害者相談支援事業所の利用者数 人↑ 62 70 82 62 43 48 × -70.0%

施策２８ 暮らしやすい環境づくりの推進 10　健康福祉課 1定量 福祉体験学習・講座の受講者数（延べ人数） 人→ 396 320 390 396 317 544 ○ 139.5%

施策２９ 自立支援と社会参加の促進 10　健康福祉課 1定量 一般就労に結びついた障害者数 人↑ 0 1 1 0 0 0 × 0.0%

施策３０
働きながら子育てを行う家族を支援するための対
策

11　子ども家庭課 1定量 保育園（所）における待機児童数 人↓ 8 10 0 8 8 9 ○ -12.5%

施策３１
出産や子育てに不安な家族を支援するための対
策

11　子ども家庭課 1定量 子育てに不安を抱く人の割合 ％↓ ― 基準値 基準値↓ ― ― 23.2 済み —

施策３２ 児童虐待を防止するための対策 11　子ども家庭課 2定性 ― ― ― — ― ― ― — 定性 —

施策３３ 担い手を育成・確保するための対策 08　産業振興課 1定量 認定農業者数 人→ 199 200 201 199 194 189 × 94.0%

施策３４ 水田農業の安定生産と省力化・低コスト化の促進 08　産業振興課 1定量 農地利用集積率 ％↑ 77.14 90.00 90.00 77.14 90.54 90.01 × 100.1%

施策３４ 水田農業の安定生産と省力化・低コスト化の促進 08　産業振興課 1定量 直播等を導入した農地面積 ha↑ 28.2 34.0 40.0 28.2 32.6 42.5 ○ 121.2%

施策３５ 活力ある園芸産地の育成 08　産業振興課 1定量 地域振興作物の作付面積 ha↑ 21 35 40 21 34 31 × 52.6%

施策３６ 畜産経営の確立 08　産業振興課 1定量 肉用牛の飼養頭数 頭→ 1,975 2,000 2,000 1,975 1,975 1,956 × 97.8%

施策３７ 食の安全・安心の確保 08　産業振興課 1定量 環境保全米の作付面積 ha↑ 800 1,000 1,700 818 880 821 × 2.3%

施策３８ 豊かでにぎわいのある農業農村生活の推進 08　産業振興課 1定量 農産物直売所「花野果市場」の来客数 人→ 317,000 300,000 300,000 317,393 268,085 267,904 × 89.3%

施策３９ 商業・サービス業を振興させるための対策 08　産業振興課 1定量 町内の商店街会員数 会員数→ 223 150 150 223 154 148 × 98.7%

施策４０ 工業を振興させるための対策 08　産業振興課 1定量 町内製造品等出荷額 億円↑ 244 250 280 244 247 273 ○ 80.6%

施策４１ 観光・物産を振興させるための対策 08　産業振興課 1定量 観光客入込客数 人↑ 426,943 426,000 450,000 426,943 327,935 372,470 × -236.3%

施策４２ 安定した雇用を確保、創造するための対策 08　産業振興課 1定量
雇用奨励金（美里町企業立地奨励金）の適
用者数（累積人数）

人↑ 0 20 100 0 0 17 × 17.0%

施策４３
計画的な土地利用と市街地形成を進めるための
対策

09　建設課 1定量
地域と協働で維持管理を行っている都市公
園数

箇所↑ 13 13 16 13 13 13 ○ 0.0%

施策４４ 安全・安心な道路等を整備するための対策 09　建設課 1定量 道路に対する地域の満足度 ― ― 基準値 基準値↑ ― ― 未実施 未済み —

施策４５ 公共交通網を確立するための対策 04　防災管財課 1定量 住民バス利用者の満足度 ― ― 基準値 基準値↑ ― ― 73.6 済み —

施策４６
安全、安心な防災・消防・救急体制を確立するた
めの対策

04　防災管財課 1定量 非常用電源の確保率 ％↑ 0 100 100 0 0 100 ○ 100.0%

施策４６
安全、安心な防災・消防・救急体制を確立するた
めの対策

04　防災管財課 1定量 非常時の通信手段の確保率 ％↑ 2 100 100 2 2 100 ○ 100.0%

施策４６
安全、安心な防災・消防・救急体制を確立するた
めの対策

04　防災管財課 1定量 自主防災組織の組織率 ％↑ 82.8 92.2 100.0 82.8 85.9 90.6 × 45.3%

施策４７
安全、安心な交通環境、防犯体制を確立するため
の対策

04　防災管財課 1定量 不審者事案発生件数 件↓ 2 0 0 2 8 6 × -200.0%

施策４８ 環境美化の推進と自然環境の保全 07　町民生活課 1定量
みやぎ環境交付金事業を活用したＣＯ２削減
量（累積量）

ｔ
-CO2
/年↑

0.0 6.0 12.0 ― 4.7 7.5 ○ 62.5%

施策４９ 生活環境の保全と公衆衛生対策 07　町民生活課 1定量 一人当たりの燃やせる家庭ごみ量 ｋｇ↓ 226.2 217.2 203.6 225.2 241.1 243.4 × -76.1%

施策５０
快適で安全な生活環境、住宅環境を整備するため
の対策

09　建設課 1定量 耐震に係る補助制度を活用する住宅件数 件→ 10 10 10 10 10 8 × 80.0%

施策５１ 水道水を安定して供給するための対策 15　水道事業所 1定量 老朽管（石綿セメント管）の更新率 ％↑ 71.3 75.1 82.6 72.5 73.8 74.8 × 31.0%

施策５２ 下水道を普及推進するための対策 09　建設課 1定量 水洗化率 ％↑ 72.0 73.0 76.0 72.0 73.0 76.0 ○ 100.0%

施策５２ 下水道を普及推進するための対策 09　建設課 1定量 水洗化率 ％↑ 64.0 68.0 73.0 64.0 67.0 69.0 ○ 55.6%

施策５３ 定住化を促進するための対策 03　まちづくり推進課 1定量 美里町総合計画における基準人口の維持率 ％→ ― 100 100 ― 100.5 100.5 ○ 100.5%

施策５４ 住民参画と協働のまちづくりの推進 03　まちづくり推進課 1定量 （仮称）課題解決提案事業の提案数 ― ― 事業制度化 基準値↑ ― ― 未実施 未済み —

施策５５ 地域における住民活動を活性化させるための対策 03　まちづくり推進課 1定量 地域づくり支援事業の実施率 ％→ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 ○ 100.0%

施策５６
ＮＰＯ活動やボランティア団体を活性化させるため
の対策

03　まちづくり推進課 1定量 町内に活動拠点を置くＮＰＯ法人の数 団体↑ 6 6 8 6 6 6 ○ 0.0%

施策５７ 国際交流を促進するための対策 03　まちづくり推進課 1定量 国際交流事業への参加者数 人↑ 620 630 660 620 202 639 ○ 47.5%

施策５８ 地域間交流を推進するための対策 03　まちづくり推進課 1定量 地域間交流人口 人↑ ― 150 180 ― 30 91 × -48.3%

施策５９ 非核・平和社会を実現するための対策 03　まちづくり推進課 2定性 ― ― ― — ― ― ― — 定性 —

施策６０ 男女共同参画社会を推進するための対策 03　まちづくり推進課 1定量 町の各種審議会等の女性委員の登用率 ％→ ― 30.0 30.0 － 27.8 27.6 × 92.0%

施策６１ 行政運営の効率化を推進するための対策 02　企画財政課 1定量 主要施策目標の達成率 ％ ― 100.0 100.0 ― ― 29.0

施策６２ 財政を健全化するための対策 02　企画財政課 1定量 実質公債費比率 ％↓ 15.9 15.5 15.0 15.9 15.2 14.8 ○ 122.2%

施策６２ 財政を健全化するための対策 05　税務課 1定量 現年度分の町税の収納率 ％↑ 96.3 97.4 98.0 96.3 97.3 97.8 ○ 88.2%

施策６２ 財政を健全化するための対策 06　徴収対策課 1定量 滞納繰越分の町税の収納率 ％↑ 26.8 30.0 30.0 26.8 30.2 31.4 ○ 143.8%

施策６３
住民の立場に立った行政サービスを提供するため
の対策

01　総務課 1定量 外部評価による職員の接遇評価結果 ― ― 基準値 基準値↑ ― ― 未実施 未済み —

計画値（総合計画に掲載） 実績値 達成状況
施策 施策名 担当課

指標
区分

指標名
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美里町総合計画　施策目標一覧（詳細）

政策数：２４ 68

政策目標については、「住民満足度」を指標として設定し、計画期間毎に定点観測を行います。 6

施策数：６３ 62

施策目標数：６９（うち、定量目標６３（うち、基準値設定９）、定性目標６） 19 30.6%

※施策３４「水田農業の安定生産と省力化・低コスト化の促進」は目標２、施策４６「安全、安心な防災・消防・救急体制を確立するための対策」は目標３、施策５２「下水道を普及推進するための対策」は目標２、施策６２「財政を健全化するための対策」は目標３を設定 43 69.4%

施策目標については、年度ごとに定点観測を行います。 34 54.8%

5 8.1%

4 6.5%

NO. 章 政策　柱 政策 施策 施策名 担当課
指標
区分

意　図 対　象 指標名 指標の考え方 単位  Ｈ２２（実績） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２４ 対最終年度

1.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策１ 施策１
学習ニーズに則した魅力的
な学習機会の充実

03　まちづくり推進課 1定量
様々な課題に対応した学習体制
の拡充を図る。

各種教室・講座の
参加者

公民館(地区公民館)が主
催する各種教室・講座の満
足度

一層魅力的な学習機会の提供につなげるため、各教室・講座の
参加者に対して、アンケート調査を実施します。アンケート調査
における参加者満足度の向上を目標としました。
※平成２４年度に実施するアンケート調査結果を基準値としま
す。

％↑ ― ― 基準値 基準値↑ 基準値↑ 基準値↑ ― ― 93 済み —

2.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策１ 施策２
生涯学習拠点施設の整備と
機能の充実

03　まちづくり推進課 1定量
利用しやすく親しめる生涯学習
施設の整備運営

住民
住民一人当たりの公民館・
地区公民館の年間利用回
数

誰もが利用しやすく親しめる施設運営を行い、公民館・地区公民
館の拠点性を高めるため、住民一人当たりの公民館・地区公民
館の年間利用回数の増加を目標としました。

回↑ 5.9 5.0 6.0 6.0 6.0 6.0 5.9 4.9 5.6 × -300.0%

3.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策１ 施策３
住民による主体的な学習の
推進

03　まちづくり推進課 1定量
住民の主体的な学習の推進を
図る。

住民
住民による自主企画講座・
講習会等の開催回数

住民の主体的な学習の推進を図るため、住民自らが行う講座、
講習会などの開催回数の増加を目標としました。

回↑ 168 158 170 170 180 180 168 158 151 × -141.7%

4.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策１ 施策４
図書館資料と情報提供の充
実

16　教育総務課 1定量図書館機能の充実を図る。 住民 図書貸し出しの実人数
多様化するニーズに対応するため、図書及び視聴覚資料を充実
させることにより、図書貸出実人数の増加を目標としました。

人↑ 4,1004,280 4,360 4,450 4,540 4,6304,1243,8173,179 × -173.8%

5.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策１ 施策５ 読書活動の推進 16　教育総務課 1定量読書活動を推進する。 図書館利用者
町民一人当たりの年間貸
出冊数

貸し出し冊数の伸びは、読書活動の推進が図られた結果です。
このことから、町民一人当たりの年間貸出冊数の増加を目標とし
ました。

冊↑ 6.7 7.0 7.2 7.4 7.6 7.8 6.7 6.0 6.1 × -54.5%

6.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策２ 施策６
個性・心・基礎的学力を重視
した教育の推進

16　教育総務課 1定量基礎的学力の向上を図る。
町立小学校及び中
学校の児童・生徒

全国学力・学習状況調査
の県平均正答率との差

美里町の学校教育力アップの具体的な取組みの一つとして、み
やぎ単元ライブラリー（国語・算数・数学）を活用し、全国学力・学
習状況調査の県平均を１ポイント以上上回ることを目標としまし
た。

ポイント↑ △3.9 ― １ﾎﾟｲﾝﾄ以上 １ﾎﾟｲﾝﾄ以上 １ﾎﾟｲﾝﾄ以上 １ﾎﾟｲﾝﾄ以上 △3.9 ― △ 4.6 × —

7.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策２ 施策７
計画的な施設修繕と教材設
備の整備、充実

16　教育総務課 2定性
教育施設の適正な規模と配置を
目指す。

町立幼稚園・小学
校・中学校

―

少子化や施設の老朽化が進行する中、教育施設の適正化を図
るため幼稚園、小・中学校の再編を見据えた、望ましいと考えら
れる配置数に努めます。
※文部科学省では、中学校で各学年３クラス、小学校で各学年
２クラスを望ましい規模としています。

― ― ― — ― ― ― ― ― — 定性 —

8.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策２ 施策８
地域が支える学校づくり、地
域に開かれた学校づくりの
推進

16　教育総務課 1定量
地域に開かれた学校づくりを推
進する。

幼稚園、小・中学校
における学校評議
員会

幼稚園、小・中学校におけ
る学校評議員会の開催率

学校評議員会の充実が、より良い学校づくりと教育環境づくり、
地域に開かれた学校づくりにつながることから、各学校評議員会
の会議開催を３回／年（１００％）の開催を目標としました。

％↑ 50 50 83 91 100 100 74 67 71 × 42.0%

9.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策２ 施策９
安全・安心を確保するため
の対策

16　教育総務課 1定量
地域の子どもたちを見守る意識
の向上

住民
児童一人当たりの防犯組
織加入者率

児童・生徒の登下校時の安全を確保するためには、地域住民の
協力を得ることが不可欠です。各学校に地域見守り隊が組織さ
れていますが、さらに活動を推進するために、加入者を増やすこ
とを目標としました。
（防犯組織加入者数÷町内小学校児童数×１００）

％↑ 46 50 50 55 55 60 46 35 39 × -50.0%

10.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策２ 施策１０
学校給食の充実、食育の推
進

16　教育総務課 1定量望ましい食習慣を身に付ける。
小・中学校の児童・
生徒

朝食の摂取率

将来にわたり健康であるためには、義務教育期に望ましい生活
習慣を定着させることが大切です。国でも「早寝早起き朝ごは
ん」運動を推進しているように朝食の摂取が特に重要であること
から、朝食摂取率を１００％にすることを目標としました。

％↑ 90.0 90.0 95.0 100.0 100.0 100.0 90.0 95.094.0 × 40.0%

11.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策２ 施策１１ 就学前教育の充実 16　教育総務課 1定量待機園児の解消を図る。
預かり保育を希望
する幼稚園児及び
保護者

預かり保育の待機園児数
預かり保育を希望する保護者は年々増加しています。預かり保
育の充実は、子育て支援の面からも重要なことから、待機児童
の解消を目標としました。

人→ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ○ 100.0%

12.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策３ 施策１２
青少年の学習活動の提供と
社会的な自立への支援

16　教育総務課 1定量
社会性のある豊かな人間性を形
成する。

青少年 各種教室・講座の満足度

各教室・講座の参加者に対して、アンケート調査を実施します。
アンケート調査における参加者満足度の向上を目標としました。
※平成２４年度に実施するアンケート調査結果を基準値としま
す。

― ― ― 基準値 基準値↑ 基準値↑ 基準値以上 ― ― 87 済み —

13.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策３ 施策１３
地域の教育力を向上させる
ための対策

16　教育総務課 1定量地域の教育力向上を図る。 住民
青少年健全育成指導者等
の数

地域における青少年の健全育成機能や教育環境の向上を図る
ため、青少年健全育成指導者等の増加を目標としました。

人↑ 35 35 37 39 41 43 35 35 34 × -12.5%

14.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策４ 施策１４
地域の特色を活かした文
化・芸術活動を推進するた
めの対策

03　まちづくり推進課 2定性芸術文化活動の充実を図る。 住民 ―
地域の文化・芸術の振興を図るため、芸術文化に触れる機会の
充実と、文化活動への支援を積極的に行います。

― ― ― — ― ― ― ― ― — 定性 —

15.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策４ 施策１５
歴史・文化を保存し継承する
ための対策

16　教育総務課 2定性文化財保護意識の向上を図る。 住民 ―

町内の文化遺産を積極的に保護するとともに、民俗芸能の継承
をはじめ、失われる危険性の高い文化遺産の保護を通じて、指
定・未指定を問わない住民の文化遺産の保護、保存意識の向上
に努めます。

― ― ― — ― ― ― ― ― — 定性 —

16.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策５ 施策１６
健康と生きがいをつくる生涯
スポーツと地域スポーツの
推進

03　まちづくり推進課 1定量
スポーツ活動をより身近なものと
する。

住民
総合型地域スポーツクラブ
の数

日常的にスポーツに親しみ「だれもが、いつでも、どこでも気軽に
参加できる」生涯スポーツ社会の実現には、地域スポーツの推
進が必要なことから、各地区に設置される総合型地域スポーツ
クラブの増加を目標としました。

団体↑ 2 2 設立準備 3 4 5 2 2 2 未済み —

17.0第１章 生涯を通して学び楽しむまちづくり 政策５ 施策１７
スポーツ施設の機能充実と
活用の促進

03　まちづくり推進課 1定量
日常的にスポーツ施設を利用す
る住民を増やす。

住民
住民一人当たりのスポーツ
施設の年間利用回数

スポーツ施設の年間利用回数の伸びは、日常的にスポーツを楽
しむ住民が増えたこと、気軽にスポーツ施設を利用できる環境に
つながった結果でであることから、住民一人当たりの年間利用回
数の増加を目標としました。

回↑ 1.49 1.48 1.49 1.50 1.51 1.52 1.46 0.00 0.57 × -3066.7%

18.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策６ 施策１８
生活習慣病、各種がん疾病
などから住民を守るための
保健活動の推進

10　健康福祉課 1定量
三大疾病（がん、心疾患、脳卒
中）による死亡者を減少させる。

住民
三大疾病による死亡者の
割合

宮城県衛生統計における三大疾病（がん、心疾患、脳卒中）によ
る死亡が死亡者全体の５５．２％となっています。このことから、
三大疾病による死亡率の低下を目標にしました。
三大疾病（がん、心疾患、脳卒中）÷死亡者×１００

％↓ 55.2 55.0 55.0 54.0 54.0 53.0 55.2 52.5 52.5※仮定 × 122.7%

目標合計

定量目標

うち、基準値未設定

うち、達成

うち、未達成

うち、基準値設定

うち、未達成

実績値計画値（総合計画に掲載） 達成状況

定性目標

2013/9/5/13:08
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19.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策６ 施策１９
健やかな母子保健活動の推
進

10　健康福祉課 1定量健やかな成長を支援する。 乳幼児及び養育者 乳幼児健診受診率の維持

乳幼児期における健やかな発育には、乳幼児健診がとても大切
です。また、健診にあわせ「心の相談」を実施しており、健診は相
談の機会にもつながっています。
このことから、乳幼児健診の受診率９５％以上を維持することを
目標にしました。
（受診者実数÷受診対象者×１００）
※４か月児、１歳３か月児、１歳６か月児、２歳児、３歳児及び股
関節検査

％→ 94.6 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 94.6 93.693.3 × 98.2%

20.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策６ 施策２０ 健康危機管理対策の推進 10　健康福祉課 2定性災害時の支援体制を確立する。
災害時要援護者
（乳児、妊婦を含

―
乳児、妊婦などを含めた災害時要援護者の支援体制の確立を
図ります。

― ― ― — ― ― ― ― ― — 定性 —

21.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策６ 施策２１ 国民健康保険事業の充実 07　町民生活課 1定量
国民健康保険事業の安定化を
図る。

国民健康保険被保
険者

特定健康診査の受診率

メタボリックシンドローム の予防及び改善は、生活習慣病の予
防につながり、医療費の抑制及び安定した国民健康保険事業に
つながることから、特定健康診査の受診率の向上を目標としまし
た。

％↑ 44.6 45.0 47.0 48.0 49.0 50.0 44.9 45.1 44.6※仮定 × 0.0%

22.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策７ 施策２２
地域医療体制と町立南郷病
院の充実

14　南郷病院 1定量
地域医療サービスの充実を図
る。

住民等 在宅訪問診療件数
高齢化の進行により、在宅医療サービスを必要とする患者が
年々増加する傾向にあることから、在宅訪問診療回数の増加を
目標としました。

件↑ 560 560 570 580 590 600 560 525 473 × -217.5%

23.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策７ 施策２３
救急医療体制・広域医療体
制の整備と充実

10　健康福祉課 1定量初期救急医療を維持する。
平日夜間・休日の
救急急病患者

平日夜間・休日の初期救
急医療体制が整っている
日数

遠田郡及び大崎地区の医師会等との連携協力や町立南郷病院
での対応により、今後も、平日夜間・休日の初期救急医療体制
を維持していくことを目標としました。

日→ 365 365 365 365 365 365 365 366 365 ○ 100.0%

24.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策８ 施策２４
高齢者が健康で元気に暮ら
すための対策

10　健康福祉課 1定量
６５歳以上の元気な高齢者の維
持、増加

６５歳以上の高齢者
６５歳以上の高齢者のうち
要介護認定を受けていな
い方の割合

介護認定を受けることのない６５歳以上の高齢者が多くなれば、
元気な高齢者が多いということになることから、要介護認定を受
けていない高齢者の割合を目標としました。
介護認定を受けていない高齢者の割合＝１－要介護認定率（介
護認定者数÷６５歳以上の人口×１００）

％↑ 83.5783.40 84.00 85.00 86.00 86.0083.5783.5583.00 × -23.5%

25.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策８ 施策２５ 高齢者福祉サービスの充実 10　健康福祉課 1定量
高齢者やその家族が安心して生
活が送れるサービスの向上を図
る。

高齢者福祉サービ
ス利用者等

高齢者福祉サービスの利
用満足度

支援を必要とする高齢者やその家族が、安心して生活が送れる
よう、利用者の立場に立った高齢者福祉サービスを確保するた
め、サービス利用者の満足度の向上を目標としました。
※平成２４年度に実施するアンケート調査結果を基準値としま
す。

― ― ― 基準値 基準値↑ 基準値↑ 基準値↑ ― ― 済み —

26.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策８ 施策２６
高齢者を地域で支える社会
の形成

10　健康福祉課 1定量
地域福祉の推進基盤の充実を
図る。

住民
高齢者福祉等に係るボラン
ティア登録者数

高齢者福祉等の推進基盤の充実を図るためには、課題に取り
組む団体やボランティアによる活動が求められることから、ボラ
ンティアの登録者数の増加を目標としました。

人↑ 1,2491,269 1,275 1,280 1,285 1,2901,2491,3841,270 × 51.2%

27.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策９ 施策２７ 生活支援の充実 10　健康福祉課 1定量
在宅生活の不安解消と相談体
制の充実を図る。

障害者及びその家
族等

障害者相談支援事業所の
利用者数

地域で自立した生活を送るためには、在宅生活の不安解消と相
談体制の充実が求められることから障害者相談支援事業所の
利用者数の増加を目標としました。
【身体・知的障害】　　療育手帳保持者の５年間の伸び率：１.１
６％／平成２２年度実績：３４人
平成２７年度想定：３４人×１．１６％＝３９人　……　①
【精神障害】　　　　　精神通院利用者の５年間の伸び率：１．５
３％／平成２２年度実績：２８人
平成２７年度想定：２８人×１．５３％＝４３人　……　②
【平成２７年度目標】　　①３９人＋②４３人＝８２人

人↑ 62 66 70 74 78 82 62 43 48 × -70.0%

28.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策９ 施策２８
暮らしやすい環境づくりの推
進

10　健康福祉課 1定量障害に対する理解を深める。
町内の小学生、中
学生及び高校生

福祉体験学習・講座の受
講者数（延べ人数）

障害のある人にとって、暮らしやすい環境となるには、若いとき
から疾病や障害に対する正しい理解と認識を深めていただくこと
が必要なことから、各体験学習や講座の受講者数の増加を目標
にしました。

人→ 396 317 320 350 370 390 396 317 544 ○ 139.5%

29.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策９ 施策２９ 自立支援と社会参加の促進 10　健康福祉課 1定量一般就労に結びつける。
就労を希望する障
害者

一般就労に結びついた障
害者数

障害のある人が自立し安定した生活を送るために、就労を希望
する障害者を一般就労に結びつけることを目標としました。

人↑ 0 0 1 1 1 1 0 0 0 × 0.0%

30.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策１０ 施策３０
働きながら子育てを行う家族
を支援するための対策

11　子ども家庭課 1定量
各種子育て支援制度の充実を
図る。

子育てを行う家族
保育園（所）における待機
児童数

子育て支援には、保育園（所）の受け入れ態勢の充実が不可欠
なことから、待機児童数の解消を目標としました。

人↓ 8 10 10 5 0 0 8 8 9 ○ -12.5%

31.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策１０ 施策３１
出産や子育てに不安な家族
を支援するための対策

11　子ども家庭課 1定量子育ての不安解消を図る。
子育て支援センター
利用者等

子育てに不安を抱く人の割
合

子育て支援センターの利用者等に対し、アンケート調査を実施。
「不安」と回答した利用者の割合を低下させることを目標としまし
た。
※平成２４年度に実施するアンケート調査結果を基準値とします

％↓ ― ― 基準値 基準値↓ 基準値↓ 基準値↓ ― ― 23.2 済み —

32.0第２章 健やかで安心なまちづくり 政策１０ 施策３２
児童虐待を防止するための
対策

11　子ども家庭課 2定性児童虐待の防止を図る。
要保護児童及び保
護者等

―
要保護児童数が増加している状況にあります。要保護児童対策
協議会をはじめ、関係機関とともに支援と見守りを行いながら、
要保護児童の終結に努めます。

― ― ― — ― ― ― ― ― — 定性 —

33.0第３章 力強い産業がいきづくまちづくり 政策１１ 施策３３
担い手を育成・確保するため
の対策

08　産業振興課 1定量
経営感覚に優れた担い手や経
営体の育成確保を図る。

農業経営者等 認定農業者数
基幹的農業従事者の約６割が６５歳以上となるなど、高齢化が
進行し、後継者不足が心配されていることから、平成２２年度の
実績値を維持することを目標としました。

人→ 199 200 200 200 200 201 199 194 189 × 94.0%

34.0第３章 力強い産業がいきづくまちづくり 政策１１ 施策３４
水田農業の安定生産と省力
化・低コスト化の促進

08　産業振興課 1定量
農地の利用集積率を向上させ、
低コスト化を図る。

ほ場整備完了地内
の農地

農地利用集積率
高いほ場整備率を生かし、農地の流動化を促進し生産コストの
低減を図るため、農地の利用集積率の向上を目標としました。

％↑ 77.1490.00 90.00 90.00 90.00 90.0077.1490.5490.01 × 100.1%

34.0第３章 力強い産業がいきづくまちづくり 政策１１ 施策３４
水田農業の安定生産と省力
化・低コスト化の促進

08　産業振興課 1定量
農業生産の省力化及び低コスト
化を図る。

水稲農家及び農地
直播等を導入した農地面
積

生産コストの低減、労力の軽減を図るため、直播等の先進技術
を導入する農地面積の拡大を目標としました。

ha↑ 28.2 32.6 34.0 35.0 37.0 40.0 28.2 32.6 42.5 ○ 121.2%

35.0第３章 力強い産業がいきづくまちづくり 政策１１ 施策３５ 活力ある園芸産地の育成 08　産業振興課 1定量園芸作物の産地化を図る。
地域振興作物（１１
品目）

地域振興作物の作付面積
特色ある園芸の産地化を目指すため、汎用水田を利用した地域
振興作物の園芸団地作付面積の拡大を目標としました。

ha↑ 21 34 35 36 38 40 21 34 31 × 52.6%

36.0第３章 力強い産業がいきづくまちづくり 政策１１ 施策３６ 畜産経営の確立 08　産業振興課 1定量畜産経営の安定化を図る。 畜産農家等 肉用牛の飼養頭数
後継者不足等により畜産農家戸数が減少しています。経営規模
の拡大を図りながら、肉用牛の飼養頭数を維持していくことを目
標としました。

頭→ 1,9751,975 2,000 2,000 2,000 2,0001,9751,9751,956 × 97.8%

37.0第３章 力強い産業がいきづくまちづくり 政策１１ 施策３７ 食の安全・安心の確保 08　産業振興課 1定量安全・安心な食を確保する。 農業経営者 環境保全米の作付面積
環境保全型稲作技術の導入及び標準化を図り、安全・安心な米
づくりを推進するため、環境保全米の作付面積の拡大を目標と
しました。

ha↑ 800 800 1,000 1,100 1,400 1,700 818 880 821 × 2.3%

38.0第３章 力強い産業がいきづくまちづくり 政策１１ 施策３８
豊かでにぎわいのある農業
農村生活の推進

08　産業振興課 1定量
豊かでにぎわいのある農業農村
生活を築く。

消費者及び生産者
農産物直売所「花野果市
場」の来客数

消費者と生産者の交流など、ヒト・モノ・情報が行き交うことは、
豊かでにぎわいのある農業農村生活につながります。その拠点
の一つとして、花野果市場の来客数を今後も維持していくことを
目標としました。

人→ 317,000268,000300,000 300,000300,000300,000317,393268,085267,904 × 89.3%
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39.0第３章 力強い産業がいきづくまちづくり 政策１２ 施策３９
商業・サービス業を振興させ
るための対策

08　産業振興課 1定量
地域に密着した身近な商店街づ
くりを図る。

町内の商店街 町内の商店街会員数
地域に密着した身近な商店街の存在が、改めて見直されていま
す。このことから、町内商店街会員数を維持していくことを目標と
しました。

会員数→ 223 154 150 150 150 150 223 154 148 × 98.7%

40.0第３章 力強い産業がいきづくまちづくり 政策１２ 施策４０
工業を振興させるための対
策

08　産業振興課 1定量
中小企業の経営基盤の強化を
図る。

製造業等の事業所 町内製造品等出荷額
町内企業の活性化を支援するとともに企業誘致の実現により、
製造品出荷額の増加を目標としました。

億円↑ 244 247 250 260 270 280 244 247 273 ○ 80.6%

41.0第３章 力強い産業がいきづくまちづくり 政策１３ 施策４１
観光・物産を振興させるため
の対策

08　産業振興課 1定量入込客数を増加させる。 観光客等 観光客入込客数
　観光産業は裾野の広い産業と言われていることから、観光客
入込客数の増加を目標としました。

人↑ 426,943385,000426,000 445,000447,000450,000426,943327,935372,470 × -236.3%

42.0第３章 力強い産業がいきづくまちづくり 政策１４ 施策４２
安定した雇用を確保、創造
するための対策

08　産業振興課 1定量雇用機会の創出を図る。
就職を希望している
住民

雇用奨励金（美里町企業
立地奨励金）の適用者数
（累積人数）

雇用の確保のためには、雇用機会の新たな創出が求められるこ
とから、雇用奨励金制度の適用数の増加を目標としました。

人↑ 0 0 20 50 80 100 0 0 17 × 17.0%

43.0第４章 くらしやすさを実感できるまちづくり 政策１５ 施策４３
計画的な土地利用と市街地
形成を進めるための対策

09　建設課 1定量良好な住環境を維持する。 都市公園
地域と協働で維持管理を
行っている都市公園数

良好な空間を提供するため、きめ細かな維持管理が求めらてい
ます。今後、整備が予定される都市公園も含め、地域と協働で
維持管理を行う都市公園数の増加を目標としました。

箇所↑ 13 13 13 13 15 16 13 13 13 ○ 0.0%

44.0第４章 くらしやすさを実感できるまちづくり 政策１５ 施策４４
安全・安心な道路等を整備
するための対策

09　建設課 1定量
安全・安心な道路管理を推進す
る。

住民
道路に対する地域の満足
度

成熟社会を迎え子どもや高齢者、障害のある人等にも配慮した
道路環境整備が求められています。地域の実情に精通している
行政区長等を対象にアンケート調査を実施。道路に対する満足
度の向上を目標としました。
※平成２４年度に実施するアンケート調査結果を基準値としま
す。

― ― ― 基準値 基準値↑ 基準値↑ 基準値↑ ― ― 未実施 未済み —

45.0第４章 くらしやすさを実感できるまちづくり 政策１５ 施策４５
公共交通網を確立するため
の対策

04　防災管財課 1定量
利用しやすい交通体系の整備を
図る。

鉄道・バスの利用者
等

住民バス利用者の満足度

住民バス利用者の利便性、効率性、地域事情に配慮した路線及
びダイヤの編成を図るため、利用者の満足度の向上を目標とし
ました。
※平成２４年度に実施するアンケート調査結果を基準値としま
す。

― ― ― 基準値 基準値↑ 基準値↑ 基準値↑ ― ― 73.6 済み —

46.0第４章 くらしやすさを実感できるまちづくり 政策１６ 施策４６
安全、安心な防災・消防・救
急体制を確立するための対
策

04　防災管財課 1定量
非常時における電源を確保す
る。

防災関連施設（５８
施設）

非常用電源の確保率
東日本大震災を経験し、非常時の電源確保の重要性が高まっ
たことから、防災関連施設における非常用電源の確保を目標と
しました。

％↑ 0 0 100 100 100 100 0 0 100 ○ 100.0%

46.0第４章 くらしやすさを実感できるまちづくり 政策１６ 施策４６
安全、安心な防災・消防・救
急体制を確立するための対
策

04　防災管財課 1定量
非常時における通信手段を確保
する。

防災関連施設（１１
５施設）

非常時の通信手段の確保
率

東日本大震災を経験し、非常時の通信手段の重要性が高まっ
たことから、防災関連施設における通信手段の確保を目標とし
ました。

％↑ 2 2 100 100 100 100 2 2 100 ○ 100.0%

46.0第４章 くらしやすさを実感できるまちづくり 政策１６ 施策４６
安全、安心な防災・消防・救
急体制を確立するための対
策

04　防災管財課 1定量
「地域の」「地域による」「地域の
ための」自主防災組織の育成を
図る。

自主防災組織の未
組織地区

自主防災組織の組織率
災害時の共助の重要性から、地域防災力の向上を図るため、自
主防災組織の組織率の向上を目標としました。

％↑ 82.8 87.5 92.2 96.9 100.0 100.0 82.8 85.990.6 × 45.3%

47.0第４章 くらしやすさを実感できるまちづくり 政策１６ 施策４７
安全、安心な交通環境、防
犯体制を確立するための対
策

04　防災管財課 1定量
犯罪を防止し安全・安心な環境
を確保する。

住民 不審者事案発生件数
犯罪を未然に防止し、安心して暮らせる安全なまちを実現するた
めに、不審者の事案発生件数の撲滅を目標としました。

件↓ 2 8 0 0 0 0 2 8 6 × -200.0%

48.0第４章 くらしやすさを実感できるまちづくり 政策１７ 施策４８
環境美化の推進と自然環境
の保全

07　町民生活課 1定量
自然環境・景観の維持・保全を
図る。

自然環境及び景観
みやぎ環境交付金事業を
活用したＣＯ２削減量（累積
量）

温暖化対策は地球規模の課題です。国、県と連携した地球温暖
化対策の推進が必要であることから、みやぎ環境交付金事業を
活用したＣＯ2の削減を目標としました。

ｔ
-CO2
/年↑

0.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 ― 4.7 7.5 ○ 62.5%

49.0第４章 くらしやすさを実感できるまちづくり 政策１７ 施策４９
生活環境の保全と公衆衛生
対策

07　町民生活課 1定量良好な衛生環境を保持する。 公衆衛生環境
一人当たりの燃やせる家
庭ごみ量

平成２２年度の燃やせる家庭ごみ量の実績は５，７５７ｔで、人口
一人当たりの量は２２６kgとなっています。平成２３年度から毎年
２％の減少を目指し、平成２７年度までに１０％減少させることを
目標としました。

ｋｇ↓ 226.2221.6 217.2 212.6 208.1 203.6225.2241.1 243.4 × -76.1%

50.1第４章 くらしやすさを実感できるまちづくり 政策１８ 施策５０
快適で安全な生活環境、住
宅環境を整備するための対
策

09　建設課 1定量
快適で安全な住宅環境の整備
を図る。

町内全域
耐震に係る補助制度を活
用する住宅件数

耐震診断及び耐震改修工事を実施することは、大規模地震の発
生時において住民の生命・財産を守るために重要なことです。制
度の活用は安全な住宅環境の整備につながることから、耐震に
係る補助制度を活用する住宅件数を目標としました。

件→ 10 10 10 10 10 10 10 10 8 × 80.0%

51.0第４章 くらしやすさを実感できるまちづくり 政策１８ 施策５１
水道水を安定して供給する
ための対策

15　水道事業所 1定量安定した供給体制を確保する。 水道水
老朽管（石綿セメント管）の
更新率

東日本大震災の教訓から、老朽管を耐震性の高い管路へ更新
することは、安定した水の供給につながることから、老朽管（石
綿セメント管）の更新率の向上を目標としました。

％↑ 71.3 74.3 75.1 77.6 80.2 82.6 72.5 73.874.8 × 31.0%

52.0第４章 くらしやすさを実感できるまちづくり 政策１８ 施策５２
下水道を普及推進するため
の対策

09　建設課 1定量
汚水等が適切に処理される生活
環境を整備する。

公共下水道の整備
地区

水洗化率
公共下水道、農業集落排水等の整備地区において、汚水等が
適切に処理される生活環境を推進するため、水洗化率の向上を
目標としました。

％↑ 72.0 72.0 73.0 74.0 75.0 76.0 72.0 73.076.0 ○ 100.0%

52.0第４章 くらしやすさを実感できるまちづくり 政策１８ 施策５２
下水道を普及推進するため
の対策

09　建設課 1定量
汚水等が適切に処理される生活
環境を整備する。

農業集落排水の整
備地区

水洗化率
公共下水道、農業集落排水等の整備地区において、汚水等が
適切に処理される生活環境を推進するため、水洗化率の向上を
目標としました。

％↑ 64.0 66.0 68.0 70.0 72.0 73.0 64.0 67.069.0 ○ 55.6%

53.0第５章 自立をめざすまちづくり 政策１９ 施策５３
定住化を促進するための対
策

03　まちづくり推進課 1定量人口減少を抑制する。
住民基本台帳人口
（各年３月末）

美里町総合計画における
基準人口の維持率

人口減少社会においては、いかに人口減少を抑制していくかが
必要な視点となります。このことから、本計画に掲げる基準人口
を維持することを目標としました。
（各年の実績人口÷各年の基準人口×１００）

％→ ― ― 100 100 100 100 ― 100.5 100.5 ○ 100.5%

54.0第５章 自立をめざすまちづくり 政策２０ 施策５４
住民参画と協働のまちづくり
の推進

03　まちづくり推進課 1定量
地域課題に取り組む活動を支援
する。

地域課題に自ら取
り組む団体等

（仮称）課題解決提案事業
の提案数

地域課題に自ら取り組む団体等の活動を促進するため、新たな
事業を創設するとともに、提案される事業数の増加を目標としま
した。

― ― ― 事業制度化 基準値 基準値↑ 基準値↑ ― ― 未実施 未済み —

55.0第５章 自立をめざすまちづくり 政策２０ 施策５５
地域における住民活動を活
性化させるための対策

03　まちづくり推進課 1定量
地域が自ら取り組む活動を支援
する。

行政区
地域づくり支援事業の実施
率

地域課題に住民自らが取組み、地域が活性化していくことは大
切なことです。地域づくり支援事業の活用は、活性化に向けた取
組みであることから、地域づくり支援事業の実施率を目標としま
した。
（地域づくり支援事業を実施した行政区数÷町内行政区数×１０
０）

％→ 100.0100.0 100.0 100.0 100.0 100.0100.0100.0100.0 ○ 100.0%

56.0第５章 自立をめざすまちづくり 政策２０ 施策５６
ＮＰＯ活動やボランティア団
体を活性化させるための対
策

03　まちづくり推進課 1定量持続的な活動を促進する。
地域課題の解決に
取り組む団体等

町内に活動拠点を置くＮＰ
Ｏ法人の数

地域における様々な課題に対し、多様な担い手が必要となって
いることから、法人格を取得し、持続した活動を行う団体の増加
を目標としました。

団体↑ 6 6 6 7 7 8 6 6 6 ○ 0.0%

57.0第５章 自立をめざすまちづくり 政策２１ 施策５７
国際交流を促進するための
対策

03　まちづくり推進課 1定量国際社会への理解を深める。 住民
国際交流事業への参加者
数

共生社会の形成と異文化への理解を進めるためには、国際交
流の推進が必要なことから、国際交流事業への参加者数の増
加を目標としました。

人↑ 620 180 630 640 650 660 620 202 639 ○ 47.5%

58.0第５章 自立をめざすまちづくり 政策２１ 施策５８
地域間交流を推進するため
の対策

03　まちづくり推進課 1定量地域間交流を促進させる。 地域間交流者 地域間交流人口
歴史、文化、物産・観光等の分野において、交流を生み出すこと
は、地域に活力を生むとともに、相互の助け合う関係構築につな
がることから、地域間交流人口の増加を目標としました。

人↑ ― 120 150 160 170 180 ― 30 91 × -48.3%
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美里町総合計画　施策目標一覧（詳細）

NO. 章 政策　柱 政策 施策 施策名 担当課
指標
区分

意　図 対　象 指標名 指標の考え方 単位  Ｈ２２（実績） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２４ 対最終年度

59.0第５章 自立をめざすまちづくり 政策２２ 施策５９
非核・平和社会を実現する
ための対策

03　まちづくり推進課 2定性
平和の大切さに対する意識を高
める。

住民 ―
平和の尊さを学ぶ活動を促進し、平和の大切さに対する意識向
上に努めます。

― ― ― — ― ― ― ― ― — 定性 —

60.0第５章 自立をめざすまちづくり 政策２３ 施策６０
男女共同参画社会を推進す
るための対策

03　まちづくり推進課 1定量男女共同参画社会の実現 住民
町の各種審議会等の女性
委員の登用率

法令、条例、規則等に基づいて、所掌する事項について調停、
審査、審議又は調査等を行う機関である各種審議会等で、その
審議会委員全体に占める女性の委員の割合を３０％以上とする
ことを目標としました。

％→ ― 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 － 27.8 27.6 × 92.0%

61.1第５章 自立をめざすまちづくり 政策２４ 施策６１
行政運営の効率化を推進す
るための対策

02　企画財政課 1定量
美里町総合計画の着実な推進
を図る。

美里町総合計画 主要施策目標の達成率

美里町総合計画の着実な推進と進捗状況の見える化を図るた
め、主要施策目標の達成状況を目標としました。
（達成できた主要施策目標の数÷主要施策目標の数×１００）

％ ― ― 100.0 100.0 100.0 100.0― ― 29.0

62.1第５章 自立をめざすまちづくり 政策２４ 施策６２
財政を健全化するための対
策

02　企画財政課 1定量
実質公債費比率の上昇を抑制
することにより、自由に使える財
源を増やす。

一般会計が負担す
る元利償還金及び
準元利償還金

実質公債費比率

収入に対する借入金返済の割合を示す数値で、この数値が高
いほど財源を他の行政サービスに回す余裕がないことを意味す
ることから、実質公債費比率を指標としました。（地方公共団体
の財政の健全化に関する法律に基づく計算方法により、算出し
ます。）

％↓ 15.9 15.9 15.5 15.0 15.0 15.0 15.9 15.214.8 ○ 122.2%

62.2第５章 自立をめざすまちづくり 政策２４ 施策６２
財政を健全化するための対
策

05　税務課 1定量収納率の向上を図る。
町税（町民税・固定
資産税・軽自動車
税・都市計画税）

現年度分の町税の収納率
自主財源である町税の収入の確保は、財政の健全化に重要で
す。また、徴収の強化は、税の公平性、納税秩序の上からも重
要であることから、収納率の向上を目標としました。

％↑ 96.3 97.0 97.4 97.8 98.0 98.0 96.3 97.397.8 ○ 88.2%

62.3第５章 自立をめざすまちづくり 政策２４ 施策６２
財政を健全化するための対
策

06　徴収対策課 1定量収納率の向上を図る。
町税（町民税・固定
資産税・軽自動車
税・都市計画税）

滞納繰越分の町税の収納
率

自主財源である町税の収入の確保は、財政の健全化に重要で
す。また、徴収の強化は、税の公平性、納税秩序の上からも重
要であることから、収納率の向上を目標としました。

％↑ 26.8 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 26.8 30.231.4 ○ 143.8%

63.0第５章 自立をめざすまちづくり 政策２４ 施策６３
住民の立場に立った行政
サービスを提供するための
対策

01　総務課 1定量
行政サービスの品質向上を図
る。

美里町職員（臨時
職員等を含む）

外部評価による職員の接
遇評価結果

接遇は行政サービス提供の入り口です。接遇対策を定期的に開
催し、職員の接遇向上を図るため、外部評価委員による接遇評
価の結果を指標としました。
※平成２４年度に実施するアンケート調査結果を基準値としま
す。

― ― ― 基準値 基準値↑ 基準値↑ 基準値↑ ― ― 未実施 未済み —
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